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たものであり、序章と 5 章から構成されている。第 1 章では、ケイ素のα効果に着目
し、遷移金属触媒によるケイ素上メチル基 C(sp3)–H 結合の選択的活性化に基づく分子


























リレンの合成等価体として用いた、アルケン、アルキン、シリレンの 3 成分 [2+2+1]環
化付加反応について述べられている。鋏角の小さいビス（ジフェニルホスフィノ）メ
タンを配位子に有するロジウム触媒の有効性が明らかとされており、様々な 1,6-エン
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イ素アミノ酸誘導体合成への応用が示されている。  
 第５章では、 1,3-ジエン、アルキン、シリレンのロジウム触媒 [4+2+1]環化付加反応
による含ケイ素 7 員環化合物の合成について述べられている。第 4 章で明らかとされ
たロジウムシリレノイドの形成を経る環形成の機構に基づいて、ジエンインとボリル
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1) イリジウム触媒による C(sp3)–H ホウ素化を用いてケイ素上メチル基の選択的変換を
達成し、ケイ素上に 3 つの加水分解性基を有するボリルメチルシランの効率的合成法
を確立した。また、この化合物を官能性オリゴシロキサン合成に応用した。  
2) アミノ (ボリル )ジフェニルシランの熱分解によるジフェニルシリレンの発生法を確
立し、アルコキシシランや 1,3-ジエンとの反応による含ケイ素有機化合物の合成に応用
した。  
3) アミノ (ボリル )シランをシリレンの合成等価体として用いる、アルケン 2 分子とシリ
レンのニッケル触媒 [2+2+1]環化付加反応を開発し、含ケイ素 5 員環骨格を含むラダー型
分子の立体選択的合成法を確立した。  











本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、令和 2 年 3 月 26
日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位
取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
